
5社のファイナリストから、CI inc. がグランプリを受賞。

JHeC2020 コンテスト結果①（ビジネスコンテスト部門）
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ファイナリスト概要（ビジネスコンテスト部門）

グランプリ 病児保育室と家族をつなぐ「あずかるこちゃん」／
CI Inc.

いつでも近所の空いている病児保育室をLINEアプリで簡単に予約できる
病児保育ネット予約サービスで、ホームページ上で近所の病児保育施設
を検索し、LINEで予約することが可能。「安心して子供を産み育てられる
社会をつくる」世の中の実現を目指す。

優秀賞

日本初の“アトピー見える化アプリ”アトピヨ ～アトピーはみんなで
治す時代へ～／
アトピヨ

アトピー専用の画像SNS「アトピヨ」により、ユーザー間のコミュニケーション
やサポート、画像による症状記録支援、利用者が登録するアトピー歴な
どのデータベースを提供する。

ピアサポート型習慣化アプリ「みんチャレ」を活用した2型糖尿病の
重症化予防／
エーテンラボ株式会社

5人1組のコミュニティーの中でお互いが励まし合いながら行動変容のモチ
ベーションを高めていく「みんチャレ」を開発・提供する。医師に歓迎され推
奨されており、利用者の生活習慣改善に貢献する。

発達障害支援機関向けソーシャルスキルトレーニングVR「emou
（エモウ）」／
株式会社ジョリーグッド

VR技術を用いた発達障害者向けのソーシャルスキルトレーニングプログラ
ム。仮想的に再現された教室や友だちとの会話、突発的な不測事態など
を本人目線で体験することで、対人コミュニケーションなどのソーシャルスキ
ルの獲得を目指す。

和歌山発、誤嚥の予防のために開発した器具「タン練くん」の製造
販売。全国のお年寄りを助けたい。／
株式会社リハートテック

「タン連くん」は、高齢療養者の誤嚥を予防する器具であり、把手付きの
ボトルに哺乳瓶の乳首部分と同様のものを付け、舌から続く嚥下の筋肉
を鍛えることができる。嚥下に関係する筋肉強化による、高齢者の誤嚥
性肺炎防止に繋げる。



1. JHeC2020グランプリ受賞者の概要（ビジネスコンテスト部門）
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【当日のプレゼンの様子】



2. JHeC2020優秀賞受賞者の概要 ビジネスコンテスト部門（1）
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3. JHeC2020優秀賞受賞者の概要 ビジネスコンテスト部門（2）
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4名のファイナリストが登壇し、武藤高史氏（カイテク株式会社）がグランプリを受賞。

JHeC2020 コンテスト結果②（アイデアコンテスト部門）
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ファイナリスト概要（アイデアコンテスト部門）

グランプリ 介護ワークシェアリングサービス「カイスケ」／
武藤 高史氏（カイテク株式会社）

有資格者の介護ワーカー限定で登録でき、Web上で介護の仕事を探し、
1日あるいは数時間単位といった単発的な就業を可能にするサービス。
介護業界の人材不足の解決を目指す。

優秀賞

10分1000円から利用できる、治療をしない予防歯科Hakara／
清水 章矢氏（Hakara）

歯科健診、口腔内の汚れや歯石の除去など、予防歯科に特化した口
腔ケアの実施、オーラルケア指導および関連の物販販売をサービス内容と
する予防歯科クリニック。

身体にやさしい心臓病治療を可能にする新規カテーテルデバイス
「MAV」／
三隅 祐輔氏（大阪大学大学院医学系研究科）

大動脈弁狭窄症の患者に対する低侵襲のカテーテル治療が可能な新
規デバイス。既存の治療ができなかった患者に対して治療機会を提供可
能にすることを目指す。

塩分管理をラクにする食品検索・食事管理アプリケー
ション「さがそると」／
湯野川 恵氏

スマートフォンアプリを用いて、減塩に寄与する食品の検索や食事記録、
情報の閲覧・一覧化などの機能を実装する食品検索・食事管理サービ
ス。簡便さだけでなく、“楽しい塩分管理”の実現を目指す。



4. JHeC2020グランプリ受賞者の概要（アイデアコンテスト部門）
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【当日のプレゼンの様子】



5. JHeC2020優秀賞受賞者の概要 アイデアコンテスト部門（1）
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6. JHeC2020優秀賞受賞者の概要 アイデアコンテスト部門（2）
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